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研究成果の概要（和文）：本研究は2016年度に発表した技術科教育課程編成における最新の教科専門分野の動向
を取り入れた内容論的研究を発展させる目的から，主に技能の内容に関して検討した。その結果，2016年度に発
表した技術教育における知識・技能に関する内容について加筆・修正を行い，さらに，抽出した内容例示の意義
を明確化するとともに，教科専門分野の動向を取り入れた技能の内容について提案した。また，抽出した技術教
育固有の対象における技能の内容が，技術教育で取り扱う技術との関係において，主体的なバランスのある思考
態度を育成する上での重要な内容として位置付けられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a theoretical content that 
incorporates the latest trends of subject specialties in the 2016th curriculum organization of 
technology education, and mainly examined the content of skills. The result showed that the content 
related to knowledge and skills in 2016th curriculum of technology education was revised. The 
significance of the extracted content examples was also clarified and the content of skills 
incorporating trends in the specialized field of the subject was proposed. In addition, the content 
of the skills in the extracted subject specific of technology education was positioned as an 
important content in fostering an independent and balanced thinking and attitude from relation to 
the technology handled in technology education.

研究分野： 技術教育

キーワード： 技術科　教育課程　技能　身体　内容論　思考・態度

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義に関しては，現在の教育課程における技能学習の問題点を改善するとともに，学術的な側
面から学ぶべき本質的な技能に関する指導内容の例示を示した。これらの成果に関する社会的な意義は，技術教
育の中核的な学会である日本産業技術教育学会が作成した改訂版「21世紀における技術教育」で報告されている
内容構成（一覧表）の基礎資料として新たに提案でき，教科内容学研究の発展・成果につながる。また，学校教
育において「身体技能」を伴う学習が含まれる教科群に関して，21世紀に必要な学習者の視点から，一つの「技
能」学習の在り方が提案できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
技術科（現在の教育課程における中学校技術・家庭科技術分野を指す）は，指導内容が科学技

術の発達に伴う時代の影響を受けやすい性質を有するため，1958 年に教科が設置された当初か
ら，約 60 年にわたって，指導内容の枠組みが変化してきた。このような性質をもつ反面，技術
科設置当初の教科の目的には，中堅技術者の育成等に応える理由から，指導方法にプロジェクト
法（計画，実行，評価）を取り入れ，手や身体を使った実践的・体験的な指導を行う教育課程編
成を重視してきた。 
このように，技術科では指導内容が時代の影響を受けやすい性質をもつこと，教科の特徴とし

て実践的・体験的な学習を重視することなどの理由から，常に内容論（教育課程編成において取
り扱うべき教科の本質的な指導内容）という側面では，その学術的基盤が弱いことや取り扱う指
導内容の普遍性に欠けるという性質を有している。一方では，プロジェクト法等の指導方法によ
って実践的・体験的な学習を行い，いわゆるアクティブラーニングの側面を古くから取り入れて
きたという点で，教科の強みをもっている。 
特に，実践的・体験的な学習に含まれる活動として，「のこぎりを使って材料を加工する」や

「電気回路を配線しはんだづけをする」「土を耕し作物を栽培する」等の「身体技能」を伴う活
動は，技術科設置当初から取り入れられてきた特徴的な指導内容を含んでいる。このような技術
科の指導内容は，コンピュータ等が著しく発達した昨今において，身の回りの生活や遊びにおい
て，ゲーム等のバーチャルな世界が広がる中，実際に身体を動かし，瞬時のメタ認知的な作用を
伴いながら，動作を修正し，一連の作業を完了させる熟達した技能の指導内容として捉えること
ができる。 
このような技術科における指導内容に関して，21世紀型スキルの提唱者の一人であるCharles 

Fadel(CCR の設立者)は，テクノロジー（技術）と「身体技能」の熟達との間にある「主体的な
バランスを取るための思考態度（成長的思考態度）」を 21 世紀の学習者における重要なテーマ
として取り上げている。Fadel らは，21 世紀における現実世界の感覚とデジタル世界のシミュ
レーションとが混ざる中で，人間とテクノロジー（技術）との関係において，より主体的な身体
技能のバランスを取り直す必要性を取り上げている。このような動向の中で，技術科で取り扱っ
てきた「身体技能」を含む指導内容は，21 世紀における学習者に対して，テクノロジー（技術）
との関わりにおける非常に重要なトピックとして考えることができる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，科学研究補助事業における既往の研究成果において，最新の教科専門的な技術

（テクノロジー）の内容を取り入れた「知識」の内容例示を 2016 年度に発表した。本成果にお
いては，テクノロジーの内容抽出・提案にとどまってしまい，「身体技能」を含む技能の指導内
容に関しては，詳細な検討・提示にまでは至らなかった。また，前述したように，既存の教育課
程において取り扱ってきた「のこぎりで加工する」や「はんだづけをする」等の活動が実際に教
育現場で生徒の実施されている。このような教科設置当初の産業界からの要請理由や作品製作
の指導に終始してしまうような教育現場の現状等から，Fadel らが指摘するような成長的思考態
度の育成という観点を踏まえ，なぜ技術教育において技能の指導が必要なのかという本質的な
議論がなされていない。 
そこで本研究では，既存の教育課程において取り扱われている「身体技能」の指導内容を取り

上げ，技術教育における技術と技能の関係性について焦点を当て，教科内容の専門的な視点にお
ける現状等から，主に技能の指導内容について検討することを目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
3.1 内容抽出に当たっての本研究の考え方 
 2016 年度に発表した成果報告では，2015 年に文部科学省より既に発表されていた論点整理に
に基づいて，(1)何を知っているか，何ができるか(個別の知識・技能)，(2)知っていること・で
きることをどう使うか(思考力・判断力・表現力等)，(3)どのように社会・世界と関わり，より
よい人生を送るか(学びに向かう力，人間性等)の 3つの柱を示した。本研究では，(1)技術教育
固有の知識・技能を明確にするとともに，(2)の要素を技術教育の方法論で高めながら，(3)の要
素に沿って，どのような方向性で(1) (2)の資質・能力を働かせていくかを互いに関連付けるこ
とによって，(1)～(3)における資質・能力の関係性を示した。 
本研究では，このような(1)～(3)の資質・能力育成に含まれる技術教育固有の内容を[内容]と

位置付け，プロジェクト法を源流とするような，「創造の動機」から「成果の評価」の連続的な
過程で示される技術教育固有の方法を[方法]と位置付けた。したがって，本研究で検討する知
識・技能の内容は，[内容]における一部を指しており，[方法]に示す各過程において，知識・技
能の[内容]が活用されていると考えることにする。また，本研究における内容論的研究は，前述



した[内容]と[方法]における[内容]の核となる知識・技能について検討するものであり，前述し
た技術教育における学術的基盤が弱いことや取り扱う内容の普遍性に欠けるという性質を補う
ための研究として位置付けられる。 
また，技術教育に関する中核的な学術団体である日本産業技術教育学会において示されてい

る「21 世紀の技術教育(改訂)」の「内容知」と「方法知」に関しては，本研究において，技術教
育の学問領域における知識の総体と位置付け，教育目標に沿って，技術教育の[内容]及び[方法]
に基づいて，構造化された内容知及び方法知の総体を獲得していくものと考えることにする。 
以上の考え方に基づいて，2017 年に改訂された中学校学習指導要領解説に示されている技術

教育固有の見方・考え方と本研究において検討する知識・技能との関係性について明確にしてお
く。技術教育固有の見方・考え方については，前述した技術教育における理念や目標を達成する
ための見方と考え方を示すものであり，本研究では，これらを働かせながら，確かな形に具体化
し，構造的な内容知・方法知の総体である資質・能力を育成するものと考えることにする。 
したがって，本研究における知識・技能は，技術教育固有の対象における内容知と方法知に含

まれる知識と技能とする。また，本研究において検討する知識は，技術教育固有の見方に必要な
技術的な概念を含む知識である。また，それに関わる技能は，技術の知識に基づいて，宣言的知
識や手続き的知識等を働かせ，技術を生み出したり使いこなしたりするために発揮する個人に
紐づいた能力である。ここで扱う技能は，身体技能と知的技能を含むものとする。 
さらに，本研究で取り上げる成長的思考態度は，技術を生み出したり，使いこなしたりする学

習の中で，それに関わる身体技能や知的技能の習得によって獲得された，どの程度技術に頼るの
かという主体的なバランスのある思考態度を含むものとする。このような思考態度の育成にお
いて，技術教育固有の知識に基づいて行われる学習者の概念獲得とそれに関わる技能の習得に
ついて，バランスのある教育を実践する上で，技術教育固有の技能の在り方が提案できる。 
 
3.2 内容抽出の方法 
2016 年度に発表した成果報告では，主に技術教育固有の対象における知識の内容に焦点を当

て，その大項目，中項目(大項目の内容構成)及び小項目(中項目の概念)に関して提案した。本研
究では，その成果発表の内容を発展的に検討し，主に技術教育固有の対象における技能の内容に
焦点を当て，技能に関する教科専門分野の動向を十分に取り入れる方法として，学術界及び教育
界における資料を用いた。 
技能の内容について詳細に検討するため，技術教育における教科専門分野である農学及び工

学の分野における技能習得を目的とした内容に焦点を当てた。ここでは，農学及び工学の分野に
おける職業訓練に関する内容を取り上げ，職業訓練等に使用される教科書を用いた。本研究では，
国及び都道府県の行う職業訓練の公共職業能力開発施設で使用されている教科書，並びに短期
課程の普通職業訓練の通信制訓練で使用されている教科書などを参考にした。また，教育界にお
ける資料では，既存の学習指導要領解説書，それに準拠した教科書などを用いた。 
用いる資料に関しては，専門分野で取り扱う資料の性質上，抽出先が異なるため，各専門分野

の状況に応じて適宜資料を抽出した。また，技術教育固有の対象における「エネルギー変換技術」
の内容構成に関しては，教科が成立した当時からの歴史的経緯や専門分野の性質から，「電気」
と「機械」に議論を分けて，内容構成を検討した。 
 
 
４．研究成果 
4.1 技術の知識に関する内容例示 
本研究において検討した普通教育としての技術教育内容の例示(知識・技能)の改訂版(2020 年

5 月 20 日現在)では，2016 年度の成果発表の内容について再度確認するとともに，技術教育固有
の対象における大項目の表記を知識と技能に基づく内容に再構成するため，「基礎」の表記を改
め，「知識」に改訂した。 
上記の「知識」に関する中項目(大項目の内容構成)については，2016 年度の成果発表でも示

したように，技術の知識概念を構成する要素として，上段を(a)技術に利用されている科学的な
原理・法則の知識，中段を(b)技術の仕組みに関する知識，下段を(c)技術を利用する上で必要な
知識とし，(a)～(c)の内容により，技術の知識を構成した。さらに，小項目(中項目の概念)の内
容については，知識概念を精査し，一部加筆・修正した内容を成果として抽出した。 
したがって，前述したように，技術教育固有の見方・考え方との関わりについては，ここでの

知識概念が，技術の見方の内容を示すものであり，技術の考え方については，技術的な課題解決
活動を通して，これらの知識概念に基づいて，トレードオフにより，技術を最適化することとし
て位置付けられる。 
 
4.2 設計・計画に関する内容例示 
前述したように，本研究では技術教育固有の内容を[内容]と位置付け，プロジェクト法を源流

とするような，「創造の動機」「設計・計画」「製作・制作・育成」「成果の評価」の連続的な過程
で示される技術教育固有の方法を[方法]と位置付けた。また，上記の[方法]に示す各過程では，
知識・技能の[内容]が活用されていることから，大項目の表記を明確に示すため，2016 年度の
成果発表の内容で示した「設計・計画」の内容については，「設計・計画の知識・技能」に改め



た。 
中項目(大項目の内容構成)については，2016 年度の成果発表でも示したように，創造の動機

から設計・計画への一連の活動において，専門分野の考え方に沿った設計・計画の段階を示すと
ともに，各段階における知識の内容に加え，技能の内容を追記した。各段階の内容に関しては，
(a)課題の解決策を構想する概念設計の知識・技能，(b)課題の解決策をより具体化する詳細設計
の知識・技能，(c)課題の解決策の方略を表す計画・表現に関する知識・技能で構成した。さら
に，小項目(中項目の概念)については，内容を精査し，一部加筆・修正した内容を成果として抽
出した。 
 
4.3 製作・制作・育成に関する内容例示 
各対象の大項目における「製作・制作・育成」の内容については，[方法]で示した「製作・制

作・育成」の過程における[内容]が含まれている。ただし，この過程における[内容]は，各対象
の大項目に示す「技術の知識」に基づいて技能が遂行されるため，「製作・制作・育成の技能」
に改めた。 
中項目(大項目の内容構成)については，2016 年度の成果発表では，「製作技能・制作技能・育

成技能の知識」と「製作・制作・育成の技能」で内容が構成されていたが，上記の理由から，こ
れらの表記を「製作・制作・育成の技能」に改めた。さらに，「製作・制作・育成」の内容に関
しては，「製作・制作・育成」の過程において，実践的・体験的な学習活動を行う場合，その過
程を通して得られた成果物(製品)についての利用の側面も考慮しながら，過程を振り返ること
が重要となる。そこで，中項目の内容には「製品・プログラムやシステム・生物を利用する技能」
を加えた。 
小項目(中項目の概念)の内容については，職業訓練等に使用される教科書や専門高校におけ

る教科書の実技について取り扱った内容，既存の学習指導要領解説書，それに準拠した教科書な
どを参考にして，中項目における詳細な技能の内容を抽出した。 
したがって，本研究において抽出を試みた技術教育特有の「身体技能」の指導の内容は，製作・

制作・育成に関する内容例示における「技能」に含まれていると考えることができる。さらに，
このような「身体技能」を含む技能の内容は，技術を生み出したり，使いこなしたりする学習の
中で，常に技術に関わる要素として必要になるものである。また，内容例示にある技能の習得を
通して，どの程度，生み出される技術や使いこなす技術に頼るのかという，主体的なバランスの
ある思考態度を育成する上でも，必要とされる重要な技術教育固有の内容として位置付けられ
る。 
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